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1 はじめに

1990年代から継続しているナラ類集団枯損（ナラ枯れ）の被害は、現在も関東地方に拡大する
など終息が見通せない。被害を受けた森林では、森林として更新するかしないか、更新するなら
ばどのような森林となるのか、という点がその後の問題として重要となろう。この際、ニホンジ
カ（Cervus nippon Temminck、以下「シカ」とする）の影響が強い場合には、更新にも影響が及
ぶことになる [3]–[6], [8]。
今回、2015年に調査したシカ影響の強いナラ枯れ跡地 [5] で、その 6年間後の状況を調査した
ので報告する。

2 調査地および調査方法

図 1 銀閣寺山国有林に設置されたシカ防護柵（2016年 7月）

• 調査地: 銀閣寺山国有林（京都市左京区）
– 銀閣寺山国有林内に設定したプロットでの調査結果では、2005年にはコナラ (Quercus

serrata Murray)は胸高断面積合計で 4番目に優占していた樹種だった [2]。この時点で
小径木は少なく、比較的大径のものが多かった。

– 近隣一帯では 2010年ごろにナラ枯れのピークとなり、2011年に京都大阪森林管理事
務所がナラ枯れ跡ギャップの一部にシカ防護柵を設置した（図 1）。

https://maps.gsi.go.jp/#16/35.028340/135.800510/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
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– 2015年の調査結果では、柵内では、カラスザンショウ (Zanthoxylum ailanthoides Siebold
et Zucc. var. ailanthoides)・アカメガシワ (Mallotus japonicus (L.f.) Müll.Arg.)・アラカ
シ (Quercus glauca Thunb.)・ウワミズザクラ (Padus grayana (Maxim.) C.K.Schneid.)
などが更新していた [5]。

– 一方、柵外で更新していた樹種は、シカの不嗜好性樹種であるナンキンハゼ (Triadica
sebifera (L.) Small) およびクロバイ (Symplocos prunifolia Siebold et Zucc.) のみで
あった [5]。

• 調査方法
– 2015 年と同じ方形区（ナラ枯れ跡ギャップのシカ防護柵内外それぞれに 15m×15m）
で、ギャップ形成後に更新してきたと考えられる樹幹を対照として、2021年 11月に
毎木調査をおこなった。

– 樹高 1.3m以上の幹を対象として、胸高直径を測定し、柵内では樹高も測定した。

3 結果
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図 2 主要樹種の胸高直径階分布の変化（柵内外での縦軸のスケールの違いに注意）

シカ防護柵内外の方形区における主要樹種の胸高直径階分布（2015年および 2021年）を図 2
にしめす。2015年から変わらず、柵内の方で多くの樹種が更新していた。
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図 3 シカ防護柵内の林相（左）と林床（右）（2021年 11月）

• 柵内の状況
– 2021年の柵内の状況を図 3にしめした。
– 柵内で 2015年にもっとも多かったカラスザンショウは、2021年には 37本から 20本
に減少していたが、胸高直径 10cm以上のものが 12本あった。

– アラカシは、株（枯死したコナラの伐倒処理時に同時に伐採された）からの萌芽により
19本から 35本に増加していた。

– アカメガシワは 17本から 2本に減少していた。
– カラスザンショウの最大樹高は 13.9m、アラカシの最大樹高は 7.3mだった。

図 4 シカ防護柵外方形区で更新したナンキンハゼ（左）とクロバイ（右）（2021年 11月）

• 柵外の状況
– ナンキンハゼが 8本から 21本に増加し、うち胸高直径 10cm以上にまで成長したもの
が 2本あった（図 4左）。

– クロバイはおそらく埋土種子から更新した実生で胸高に達したものが多く、19本から
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328本に増加していた（図 4右）。
– 方形区内でその他に更新していた樹種は、サンショウ (Zanthoxylum piperitum (L.) DC.)

2本とスギ (Cryptomeria japonica (L.f.) D.Don) 1本のみであった。
– 方形区外では、シダや草本類が優占する箇所や、植生の薄い箇所もあった。

4 まとめ

• シカ防護柵外のナラ枯れ跡ギャップで更新していたのは依然としてほぼナンキンハゼとク
ロバイのみであったが、とくにクロバイの更新が著しかった。

• 柵内との相違はやはり大きく、シカ採食圧の強い状況では通常とは異なる更新過程を経る
ことが改めて予想された。

• 柵内ではカラスザンショウが優占し、その下にアラカシが優占するような林分となること
が予想される。

• クロバイもギャップ依存種であり [1], [9]、柵内でも確認されたが、おもに埋土種子からの更
新と考えられる [7]。一般に萌芽幹の方が成長が速いので、柵内においては、萌芽更新した
アラカシの方がクロバイよりも速く成長すると考えられる。
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